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国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益
重

視
の
管
理
経
営
を
一
層
推
進
し

つ
つ
、
地
域
に
お
け
る
木
材
安
定

供
給
体
制
の
構
築
等
を
図
る
た

め
、
森
林
の
機
能
に
応
じ
た
施
業

の
結
果
得
ら
れ
る
木
材
の
持
続

的
・
計
画
的
な
供
給
に
努
め
、
地

域
の
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 こ

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
未
利
用

で
あ
っ
た
小
径
材
等
に
つ
い
て

も
、
安
定
供
給
を
通
じ
て
、
新
た

な
需
要
開
拓
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
近
年
、
森
林

資
源
は
、
発
電
や
熱
利
用
の
た
め

使
わ
れ
る
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
」

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
な
森
林
資
源
を
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
な
る
ほ

か
、
山
村
地
域
に
経
済
的
な
利
益

や
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
し
、
地

域
活
性
化
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

北
海
道
内
に
お
い
て
も
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
は
様
々
な
形
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
熱
利
用
の
た

め
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

ー
や
家
畜
敷
料
等
に
利
用
さ
れ

る
ほ
か
、
近
年
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
へ
の
利
用
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
現
在
３
基
の
中
・
大
規

模
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

が
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

１
基
建
設
中
で
あ
り
、
今
後
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
需
要
も
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

国
有
林
野
事
業
で
は
、

木
材
の
安
定
供
給
に
当
た

り
、
製
材
工
場
等
と
協
定

を
結
び
、
国
有
林
材
（
丸

太
）
を
安
定
的
に
供
給
す

る
「
国
有
林
材
の
安
定
供

給
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
販

売
（
シ
ス
テ
ム
販
売
）
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
シ

ス
テ
ム
販
売
は
、
加
工
・

流
通
の
合
理
化
や
国
産
材

の
需
要
拡
大
等
に
取
り
組

む
製
材
工
場
等
に
対
し
て
、

丸
太
の
供
給
予
定
量
や
予

定
時
期
を
定
め
た
協
定
に

基
づ
き
、
国
有
林
が
丸
太

を
安
定
的
に
直
接
供
給
す

る
仕
組
み
で
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で

は
、
今
後
急
増
す
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
需
要
に
対
す

る
安
定
供
給
を
実
現
す
る

た
め
に
、
丸
太
で
の
安
定

供
給
に
加
え
て
、
従
来
、
森
林
を

整
備
し
て
い
く
過
程
で
実
施
さ

れ
る
間
伐
作
業
に
お
い
て
、
コ
ス

ト
面
な
ど
か
ら
搬
出
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
木
材
（
未
利
用
間
伐
材

等
）
を
対
象
に
、
木
材
の
伐
採
・
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搬
出
を
行
う
業
者
（
素
材
生
産
業

者
）
や
製
材
業
者
等
と
協
定
を
結

び
、
樹
木
を
伐
採
し
た
丸
太
の
形

で
な
く
立
木
の
ま
ま
販
売
す
る

こ
と
に
よ
り
、
木
材
を
安
定
供
給

す
る
取
組
（
立
木
の
シ
ス
テ
ム
販

売
）
も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

立
木
の
シ
ス
テ
ム
販
売
は
、
複

数
の
間
伐
対
象
の
森
林
を
ま
と

め
て
協
定
を
結
び
、
数
年
単
位
の

長
期
間
に
わ
た
っ
て
木
材
を
安

定
供
給
す
る
販
売
方
法
で
す
。 

ま
た
、
立
木
の
ま
ま
販
売
す
る

の
で
、
素
材
生
産
業
者
等
が
、
需

要
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
様
々

な
長
さ
の
丸
太
を
生
産
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
管
内

の
国
有
林
に
お
い
て
、
１８
件
、

１
２
５
，
９
０
７
立
方
メ
ー
ト
ル

の
木
材
の
安
定
供
給
の
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。
（
表
―
１
） 

従
来
、
未
利
用
間
伐
材
等
は
、

樹
齢
が
若
く
材
が
細
い
た
め
、
利

用
範
囲
が
限
ら
れ
、
価
格
も
安
い

こ
と
か
ら
、
山
か
ら
木
を
伐
り
だ

し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
コ
ス

ト
面
で
折
り
合
い
が
つ
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
う
新
た

な
需
要
の
拡
大
や
、
間
伐
の
対
象

と
な
る
森
林
を
ま
と
め
て
作
業

を
行
う
な
ど
作
業
に
か
か
る
コ

ス
ト
を
下
げ
る
工
夫
を
す
る
こ

と
で
、
利
用
の
可
能
性
が
出
て
き

ま
し
た
。 

国
有
林
で
は
、
民
有
林
と
協
調

し
て
効
率
的
で
効
果
的
な
森
林

整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
、
民
有

林
所
有
者
と
の
間
に
森
林
整
備

推
進
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
協
定
の
区
域
（
共
同
施
業
団
地
）

か
ら
生
産
さ
れ
る
未
利
用
間
伐

材
等
に
つ
い
て
も
、
立
木
販
売
シ

ス
テ
ム
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
、

木
材
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り

に
も
民
有
林
と
国
有
林
と
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
国
有
林
及
び
民

有
林
所
有
者
が
、
素
材
生
産
業
者

や
製
材
業
者
等
と
木
材
の
安
定

供
給
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
共
同
施
業
団
地
内
の
広
範
囲

の
森
林
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
安
定
供
給
を
通
じ
て
地
域

の
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
民
有
林
と
連
携
し
た
立

木
の
シ
ス
テ
ム
販
売
は
、
北
海
道

森
林
管
理
局
が
全
国
の
他
の
森

林
管
理
局
に
先
駆
け
て
実
施
し

て
お
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
資
源

の
有
効
利
用
の
た
め
、
２６
年
度

に
、
北
海
道
や
む
か
わ
町
と
連
携

し
て
、
道
有
林
及
び
町
有
林
に
つ

い
て
、
素
材
生
産
業
者
等
と
の
間

で
２
件
、
１
０
，
６
１
０
立
方
メ

ー
ト
ル
（
う
ち
民
有
林
２
，
５
５

０
立
方
メ
ー
ト
ル
）
、
２８
年
度

に
は
、
北
海
道
と
連
携
し
て
、
素

材
生
産
業
者
等
と
の
間
で
同
様

に
１
件
、
１
１
，
７
０
５
立
方
メ

ー
ト
ル
（
う
ち
民
有
林
２
，
５
４ 

２
立
方
メ
ー
ト
ル
）
協
定
を
結
び
、 

木
材
の
安
定
供
給
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
（
表
―
２
） 

今
後
も
、
北
海
道
森
林

管
理
局
で
は
、
立
木
の
シ

ス
テ
ム
販
売
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

民
有
林
と
の
更
な
る
連
携

に
よ
り
、
森
林
整
備
の
推

進
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を

含
め
た
木
材
利
用
の
推
進

に
よ
る
森
林
経
営
の
意
欲

向
上
や
木
材
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

表－２　民有林と連携した立木のシステム販売協定

協定年度 協定期間 協定数 民有林所有者 備考

国有林 民有林 計

26年度 ２年 １件 2,060 450 2,510 むかわ町 27年度で協定終了

５年 １件 6,000 2,100 8,100 北海道

28年度 ４年 １件 9,163 2,542 11,705 北海道

合計 17,223 5,092 22,315

協定量（ｍ3）

表－１　立木のシステム販売協定

協定年度 協定期間 協定数 協定量（ｍ3） 備考

25年度 ３年 ２件 7,950 27年度で協定終了

５年 ３件 21,686

４年 ３件 20,731

３年 １件 6,171 28年度で協定終了

５年 １件 9,221

４年 １件 14,740

５年 １件 8,118

３年 ３件 18,833

２年 ３件 18,457

合計 18件 125,907

※民有林と連携して協定したもの（表－２に計上）を除く

26年度

27年度

28年度
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空
知
森
林
管
理
署
で
は
、
署
長

以
下
、
現
場
最
前
線
の
森
林
官
に

至
る
ま
で
、
こ
ま
め
に
市
町
村
等

に
足
を
運
び
、
話
し
合
い
、
連
携

し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
の

地
域
課
題
が
解
決
さ
れ
る
よ
う
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
近
年
、
市
町
村
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
声
の
中
で
最
も
深
刻
な
課
題

は
、
「
農
林
業
被
害
を
減
少
さ
せ

る
た
め
、
さ
ら
に
積
極
的
な
エ
ゾ

シ
カ
被
害
対
策
を
進
め
て
欲
し

い
」
と
い
う
要
望
で
す
。

 

当
署
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
町
村

に
よ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
に
協
力
す

る
た
め
、
関
係
機
関
や
関
係
業
界

が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
捕
獲

手
法
の
開
発
や
取
り
組
み
の
情
報

を
集
め
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
昨

年
、
「
森
林
鳥
獣
被
害
対
策
技
術

高
度
化
実
証
事
業
」
（
以
下
実
証

事
業
と
い
う
）
を
夕
張
市
内
の
国

有
林
で
始
め
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
動
向
の
把

握
や
捕
獲
の
時
期
、
手
法
な
ど
に

関
す
る
技
術
的
な
検
討
を
通
じ
て

費
用
対
効
果
が
高
く
効
率
の
良
い

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
の
方
法
を
実
証
す

る
と
と
も
に
、
地
域
で
持
続
的
に

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
を
実
施
す
る
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。 

 

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

事
業
着
手
前
か
ら
、
市
町
村
、
地

元
猟
友
会
、
森
林
管
理
局
、
森
林

管
理
署
が
協
議
会
を
設
置
し
、
事

業
実
施
に
向
け
て
何
回
も
協
議
を

行
い
ま
し
た
。
当
署
か
ら
は
、
事

前
に
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
で
調
査
し

た
デ
ー
タ
等
を
提
供
し
、
事
業
実

施
箇
所
の
検
討
に
役
立
て
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
従
前
の
実
績
よ

り
も
捕
獲
数
が
向
上
し
、
モ
バ
イ

ル
カ
リ
ン
グ
（
餌
付
け
に
よ
り
誘

引
さ
れ
た
エ
ゾ
シ
カ
を
車
輌
で

移
動
し
な
が
ら
捕
獲
す
る
手

法
）
、
小
型
囲
い
ワ
ナ
等
、
複
数

の
手
法
の
組
み
合
せ
に
よ
る
先
駆

的
な
捕
獲
の
試
み
が
有
効
で
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

関
係
者
が
密
に
連
携
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
誘
引
、
除
雪
、
捕
獲
、

搬
出
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
を
効
率

よ
く
実
施
す
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

 

 

実
証
事
業
と
は
別
に
、
署
と
地

域
が
役
割
分
担
し
て
行
う
「
エ
ゾ

シ
カ
捕
獲
連
携
事
業
」
を
栗
山
国

有
林
に
お
い
て
初
め
て
行
い
ま
し

た
。 

 

こ
れ
は
、
栗
山
町
と
協
定
を
結

び
、
当
署
に
お
い
て
林
道
除
雪
、

餌
付
け
に
よ
る
誘
引
を
行
う
一

方
、
栗
山
町
が
個
体
捕
獲
・
処
分

を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
前
述
の

実
証
事
業
で
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的

で
実
効
性
の
高
い
捕
獲
手
法
を
栗

山
町
に
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

更
に
、
事
業
完
了
後
に
有
害
鳥

獣
駆
除
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
除

雪
し
た
林
道
を
解
放
し
た
と
こ

ろ
、
捕
獲
数
が
向
上
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
し

て
、
関
係
機
関
か
ら
は
次
の
よ
う

な
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
本
事
業
で
実
証
さ
れ
た
捕
獲

手
法
や
動
向
把
握
調
査
な
ど
を
参

考
に
、
目
標
と
す
る
捕
獲
計
画
頭

数
の
達
成
に
向
け
検
討
し
た
い
」

（
夕
張
市
） 

「
林
道
除
雪
で
奥
山
ま
で
入
林

捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

ハ
ン
タ
ー
が
限
定
さ
れ
安
全
性
が

向
上
し
た
。
餌
付
け
に
よ
る
誘
引

は
効
果
的
だ
っ
た
」
（
栗
山
町
） 

「
動
向
把
握
調
査
に
よ
り
捕
獲

に
効
果
的
な
箇
所
や
時
間
帯
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
（
猟
友

会
） さ

ら
に
、
同
市
町
の
住
民
、
特

に
農
林
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら

感
謝
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
上
記
二
つ
の
事
業

を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
新

た
に
芦
別
市
と
も
協
定
を
締
結

し
、
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
連
携
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
さ
ら
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林

被
害
の
減
少
化
に
貢
献
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

Ⅰ 

積
極
的
な
取
組 

Ⅲ 

地
域
と
の
連
携 

Ⅳ 

今
後
に
向
け
て 

Ⅱ 

新
た
な
挑
戦 

小型囲いワナの設置

協議会での検討

写真：自動撮影カメラに写ったエゾシカ
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ニセコグランヒラフと花園スキー場

京 極 ダ ム（北海道電力㈱）

巽(たつみ)防風保安林（倶知安町） 

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す 

 

当
事
務
所
は
、
倶
知
安
町
・

京
極
町
内
の
国
有
林
約
１
万

４
千
ha
を
管
理
し
て
お
り
、

両
町
の
森
林
面
積
の
約
40
％

を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

両
町
中
心
部
を
流
れ
る
尻

別
川
は
春
か
ら
秋
に
か
け
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
（
ゴ
ム
ボ
ー
ト

に
よ
る
川
下
り
）
が
盛
ん
で

あ
り
、
今
年
７
月
に
国
交
省

か
ら
水
質
が
最
も
良
好
な
河

川
と
し
て
公
表
さ
れ
た
全
国

１８
河
川
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、

国
有
林
の
事
業
に
お
い
て
も

汚
濁
発
生
防
止
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
か
ら
も
、
誇
り

に
思
い
ま
す
。 

国
際
リ
ゾ
ー
ト
地 

倶
知
安
担
当
区
部
内
に
は
、

ニ
セ
コ
グ
ラ
ン
ヒ
ラ
フ
・
花

園
・
ワ
イ
ス
の
３
つ
の
ス
キ

ー
場
が
あ
り
、
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
を
求
め
海
外
か
ら
の
お

客
様
が
多
く
、
国
際
リ
ゾ
ー

ト
地
へ
と
発
展
を
遂
げ
、
現

地
は
海
外
に
居
る
か
の
よ
う

な
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

水
源
林
と
し
て
の
国
有
林 

京
極
担
当
区
部
内
で
は
、

国
有
林
を
源
流
と
す
る
ペ
ー

ペ
ナ
イ
川
に
二
つ
の
大
型
ダ

ム
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
つ
は
農
業
利
水
専
用
の

「
双
葉
ダ
ム
」
で
、
そ
の
水

は
京
極
町
・
倶
知
安
町
は
も

と
よ
り
、
３０
数
キ
ロ
離
れ
た

共
和
町
ま
で
送
ら
れ
、
地
域

農
業
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一

つ
は
、
双
葉
ダ
ム
の
上
流
部

に
北
電
が
建
設
し
た
揚
水
式

発
電
の
「
京
極
ダ
ム
」
で
す
。

二
つ
の
ダ
ム
が
機
能
す
る

た
め
に
国
有
林
が
水
源
か
ん

養
の
役
割
を
通
じ
て
そ
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、

森
林
の
持
つ
役
割
は
木
材
生

産
の
み
な
ら
ず
多
種
多
様
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

防 

風 

林 

当
部
内
に
は
、
幅
約
５０

m

延
長
約
1.5

km
の
カ
ラ
マ
ツ
を

主
体
と
し
た
防
風
林
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
林
は
、
農
地
に

隣
接
し
、
地
域
住
民
と
密
接

な
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

立
木
の
老
齢
化
に
よ
る
立
枯

れ
木
の
確
認
や
境
界
の
巡
視

は
重
要
な
業
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
ワ
イ
ス
ス
キ
ー
場

近
辺
は
、
山
菜
の
タ
ケ
ノ
コ

の
採
取
に
多
く
の
方
が
訪
れ

ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
と

も
に
、
林
道
の
状
況
を
確
認

す
る
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、

林
道
や
接
続
す
る
道
道
に
は

多
く
の
車
が
駐
車
す
る
の
で
、

交
通
安
全
や
山
火
事
注
意
を

促
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

行
方
不
明
な
ど
の
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
声
か
け
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

町
有
林
へ
の
支
援 

今
年
度
か
ら
倶
知
安
町
の

町
有
林
森
林
整
備
計
画
策
定

に
向
け
地
元
の
森
林
管
理
署

と
し
て
支
援
す
る
こ
と
と
な

り
、
私
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。 

構
成
組
織
で
あ
る
後
志
総

合
振
興
局
・
近
隣
町
村
の
林

務
担
当
者
に
も
参
画
い
た
だ

き
、
現
地
検
討
会
等
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
補
助
金
の

活
用
な
ど
国
有
林
と
は
違
っ

た
視
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
何
が
出
来
る
か
検
討

し
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

森
林
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
恩

恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

日
々
の
業
務
を
と
お
し
て
感

じ
て
お
り
ま
す
。
森
林
の
恩

恵
を
継
続
さ
せ
る
た
め
、
引

き
続
き
業
務
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

こんにちは 
後志森林管理署 

京極森林事務所 

首席森林官 

（倶知安・京極担当区） 

嶋貫 新二 
森 林 官 です! 

お
わ
り
に
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自動撮影カメラにより 

撮影されたヒグマ

釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
Ｉ
で
は
、
自
動

撮
影
カ
メ
ラ
を
駆
使
し
た
野

生
生
物
の
調
査
を
パ
イ
ロ
ッ

ト
フ
ォ
レ
ス
ト
等
（
以
下
、

Ｐ
Ｆ
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
は
北
海
道
東
部
、
釧

路
市
か
ら
北
東
に
五
九
キ
ロ
、

牡
蠣
の
産
地
で
有
名
な
厚
岸

湖
に
注
ぎ
込
む
別
寒
辺
牛
川

の
中
流
域
に
位
置
す
る
国
有

林
で
す
。 

昭
和
31
年
頃
は
、
開
拓
時

代
に
火
入
れ
の
延
焼
等
に
よ

り
原
野
化
し
た
広
大
な
土
地

（
約
１
万
㏊
）
で
し
た
。 

一
部
の
低
地
は
、
泥
炭
か

ら
な
る
湿
原
地
帯
で
す
。 

こ
の
不
毛
の
大
地
に
大
森
林

を
作
る
計
画
が
昭
和
31
年
か

ら
始
ま
り
カ
ラ
マ
ツ
を
造
林

し
、
昭
和
41
年
ま
で
の
十
年

間
に
約
8
千
㏊
に
及
ぶ
大
造

林
地
を
作
り
ま
し
た
。 

こ
の
Ｐ
Ｆ
の
一
部
は
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
を
保
護
す
る
区
域

と
し
て
林
野
庁
が
保
護
林
に

指
定
し
、
管
理
し
て
い
ま
す
。 

動
物
調
査
は
、
林
道
な
ど

の
脇
に
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
す
。 

Ｐ
Ｆ
周
辺
に
は
、
全
部
で

6
箇
所(

第
一
～
第
六
地
点)

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
第
一

地
点
で
は
、
パ
パ
パ
パ
ン
と

鳴
る
爆
竹
を
鳴
ら
し
て
か
ら
、

あ
た
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し

な
が
ら
、
設
置
し
に
い
き
ま

す
。 な

ぜ
な
ら
、
こ
の
地
点
で

は
、
熊
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
通
る

か
ら
で
す
。 

 

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
は
撮
影

し
た
時
間
を
記
録
し
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
カ
メ
ラ
の
設

置
期
間
は
三
週
間
で
、
一
週

間
毎
に
設
置
状
況
の
把
握
の

た
め
、
今
日
は
何
月
何
日
と

書
い
た
ボ
Ｉ
ド
を
持
っ
て
自

ら
カ
メ
ラ
に
写
り
込
み
ま
す
。 

昨
年
は
、
職
員
が
写
り
込

ん
だ
２
時
間
前
に
熊
が
写
っ

た
写
真
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

第
四
地
点
で
は
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
が
よ
く
写
り
ま
す
。 

保
護
区
内
で
は
、
の
び
の

び
と
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。 

右
は
「
鶴
の
恩
返
し
を
す

る
前
」
左
は
「
鶴
の
恩
返
し

を
し
た
後
」
の
鶴
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
右
が
成
鳥
で

左
が
幼
鳥
で
す
。
） 

こ
の
地
点
は
、
エ
ゾ
シ
カ
、

エ
ゾ
タ
ヌ
キ
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
、
ヒ
グ
マ
が
よ

く
写
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

動
物
達
が
、
時
間
を
変
え
て

こ
の
地
点
を
利
用
し
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
豊
か
な
動
物

相
が
見
ら
れ
る
Ｐ
Ｆ
で
す
が
、

林
業
生
産
活
動
も
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
植
栽
後
60

年
近
く
を
経
た
カ
ラ
マ
ツ
を

毎
年
1
万
㎥
以
上
生
産
し
て

い
ま
す
。
伐
採
は
、
ハ
ー
ベ

ス
タ
な
ど
の
事
業
用
大
型
機

械
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
高

性
能
機
械
の
見
学
場
所
と
し

て
、
多
く
の
関
係
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
で
は
、
こ
の
よ
う
に

新
た
に
つ
く
ら
れ
た
森
林
が

長
い
時
間
を
か
け
て
豊
か
な

も
の
と
な
っ
て
、
林
業
活
動

と
も
調
和
し
て
い
る
姿
を
多

く
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
毎
年
7
月
頃
、
期
間

を
決
め
て
一
般
開
放
し
て
い

ま
す
。(

平
成
29
年
度
は
、
7

月
３０
日
・
３１
日) 

解
放
中
は
、
森
林
造
成
の

経
緯
の
ビ
デ
オ
や
昭
和
三
十

年
頃
使
用
し
た
機
械
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、

高
さ
２４
ｍ
の
火
の
み
櫓
（
望

楼
）
に
上
り
、
カ
ラ
マ
ツ
の

森
林
を
見
て
、
森
林
造
成
の

苦
労
や
動
物
の
営
み
を
想
像

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

釧路湿原森林ふれあい推進センター 

上の写真は左右どちらもタンチョウの写真です。 

同じ箇所で写していますが、撮影日時は異なります。 
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「山の日」記念 仁頃山散策会 

8月26日（土曜日）、仁頃山国有林で、オホーツク総

合振興局東部森林室と国有林（網走中部森林管理

署、常呂川森林ふれあい推進センター）が共催で散

策会を開催しました。参加者からは、「頂上からの

360 °のパノラマに歓 
声が上がりました。」

「日頃の運動不足を実

感しました。」などの声

があり、「山の日」の趣

旨を実感できた一日と

なりました。

詳細は

｢札幌水源の森づくり2017｣を開催 

8月26日（土曜日）、札幌市創成川公園・狸二条広場で

「札幌水源の森づくり2017」を開催しました。 
定山渓国有林はおいしい水を育む機能（水源かん養機

能）を有しており、札幌市民にとって大切な森です。毎年、

市民のみなさんと共に水源の森を守っていくための取

組を行っています。

当日はカミネッコンづくりやポット苗づくりなどを行い、作

成した400個のポット苗木は9月下旬に定山渓の水源の

森に植栽される予定です。渕上局長の「本日植えた木

が100年後CLTになって札幌の街に戻ってきてね！」とい

う願いと共に未来の森林・木材の姿に思いを馳せました。

「山の日」記念 
「北海道森林スポーツフェスタ」 

8月11日（祝・金曜日）、小樽市の天狗山国有林「おたる自

然の村」において、「第20回北海道森林スポーツフェスタ

2017inおたる」が開催されました。恒例の国有林を駆け回

る「森林マラソン」や「ノルディックウォーキング」、そして今

年から初めての実施となった「森林浴ウォーク」など環境

保全をテーマとしたスポーツを行いました。500名ほどの参

加があり、大盛況のうちに終えることができました。今後も

「山の日」をきっかけに、多くの方に「山に親しみ・山の恩

恵に感謝」していただければと思います。

GSS！黒岳・マナー啓発活動 

8月11日（祝・金曜日）、黒岳7合目において、GSS（グ
リーンサポートスタッフ）による登山マナー啓発活動

を行い、登山者一人ひとりに声かけしました。

登山の際には、山を汚さないように携帯トイレの所持

をお願いいたします。

～ 8.11 山の日 ～ 

  検索森もりスクエア

「山に親しむ機会を得て、 
山の恩恵に感謝する。」 

網走中部森林管理署 
常呂川森林ふれあい推進センター 

上川中部森林管理署 

北海道森林管理局 

石狩地域森林ふれあい推進センター 

各地からの 
便 り 
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広報 「北の森林
も り

 国有林」９月号 

発行 北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 

ＩＰ電話 050-3160-6300 
電  話 011-622-5213 
F A X 011-622-5194

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

これからの主な行事予定

きのこを知って楽しもう 
～写真展＆鑑定会～ 
１ 開催日時 

平成 29 年９月 29 日（金）～ 

10 月 11 日（水） 

9:00～17:00 

２ 開催場所 

 北海道森林管理局 1F ウッディホール 

３ 内容 

・札幌近郊で見られるきのこの写真展示

・持ち込みされたきのこの鑑定

・本物のきのこの展示

４  お問い合わせ 

北海道森林管理局 技樹普及課 

TEL 011-622-5245 

北海道・木育フェスタ 2017 
植樹祭・育樹際 
（第 68 回北海道植樹祭） 
１ 開催日時 

平成 29 年 10 月 15 日（日） 

10:00～14:30 

２ 開催場所 

当別町 

道民の森 神居尻地区（植樹・育樹） 

北欧の風 道の駅 とうべつ 

３ 内容 

・植樹

・育樹

・森林散策(植樹又は育樹をされた方)

４  お問い合わせ・申込み 

北海道水産林務部環境局 

森林活用課木育グループ 

TEL 011-204-5515 

下刈の省力化に向けた現地検討会 

１ 開催日時 

平成 29 年 10 月 2 日（月曜日） 

 10 時～12 時（移動時間を含む） 

2  集合場所 

北の森ガーデン駐車場 

（上川町栄町 40 番地） 

２ 開催場所 

 上川中部森林管理署管内 2128 わ林小班 

３ 内容  

・下刈の必要性の判断についての現地検討会

・意見交換

４  お問い合わせ・申込み 

上川中部森林管理署 

TEL 0166-61-0206 

FAX 0166-61-0690 

森林のパネル展 
（クラフトづくりは 7 日～9 日）
１ 開催日時 

  平成 29 年９月 29 日（金）～10 月 9 日（月） 

２ 開催場所 

 北見市「緑のセンター」 

３ 内容 

・自然再生モデル事業のパネル展示

・木工教室

４  お問い合わせ・申込み 

北海道森林管理局 

常呂川森林ふれあい推進センター 

TEL 0157-23-2960  

FAX 0157-26-2144

イベントの詳細は、

イベントカレンダーでご覧下さい。

http://www.rinya.maff.go.jp/hokka

ido/koho/event/index.html 
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